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はない」と記述した。これは、1 人当りの GNP が 1955 年に戦前の水準を超えたという意味で、
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1940 年には太平洋問題調査会から日本の内政を分析した書籍 137 を刊行した
こともある日本研究者であった。さらにライシャワーは、日本との知的交流







































の基本的批判」『アカハタ』（1963 年 12 月 11・12・13 日）では、「ナンセン
スに近いこの『理論』が米日反動の公認御用理論であるだけに、保守政界・
財界・ジャーナリズム・自民党の別動隊としての民社党、それに社会党の反




























9 月 6 日号、106 頁。
143ライシャワー／ハル・ライシャワー、前掲、『ライシャワー大使日録』、227 頁。
144ライシャワー／ハル・ライシャワー、前掲、『ライシャワー大使日録』、152 頁。
145「ラ大使、軽妙に受け流す」『朝日新聞』1963 年 6 月 5 日。
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を 1955 年度から 1965 年度まで検索してみた結果（以下、［表2－1］参照）、
1960 年代に入ってから利用頻度が大きく増えたことが分かった。
近代化という用語は、1950 年代後半までは、「刑法の近代化と合理化（社
説）」（1956 年９月 21 日）や「国鉄、動力近代化委設置」（1958 年２月 15
日）のように、特定分野で限定的に使われていたが、1960 年代に入ってか
らは、「自民党近代化、動き出した」（1962 年 10 月３日）や「首相、両相に
農業・中小企業近代化の予算化を指示」（1963 年 12 月６日）、「経済四団体、

















1955 1956 1957 1958 1959 1960 1961 1962 1963 1964 1965
近代化 6 9 12 12 15 13 18 32 92 88 68
先進国 1 1 0 0 1 1 2 3 8 23 18
後進国 7 6 9 19 14 15 13 3 10 6 5
開発 140 139 226 174 169 308 232 263 205 439 501
開発援助 0 1 4 3 3 15 11 3 2 5 14







教え子として近代化論者でもあるジャンセンの Sakamoto Ryōma and the 
Meiji Restoration（1961 年）154 を参考にしたと言われる。同時に、「日本は開
国で近代化した」、「明治指導者を再評価すべき」155 というライシャワーの歴



























『朝日新聞』1956 年 1 月 1 日。











1960 年 12 月 27 日に閣議決定された国民所得倍増計画は、岸信介内閣時
代の新長期経済計画よりさらに長期的な展望のもとに、「経済の安定的成長
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権力の集中化も同時並行的に進んだ。1960 年 11 月の総選挙において繰り上
げ当選者を加え 301 議席という戦後最高の議席を獲得した与党自由民主党



























ティティー」が、それまでの「否定的特殊性の認識」（1945 ～ 54 年）や「歴






































167日 本 外 務 省『 外 交 青 書2015』、http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/bluebook/2014/html/
chapter3_03_00.html（検索日：2020 年 9 月 1 日）。
168パッカード、前掲、『ライシャワーの昭和史』、278 頁。





















170三島由紀夫「彼女も泣いた、私も泣いた」『報知新聞』1964 年 10 月 24 日（佐藤秀明編『三島
由紀夫スポーツ論集』（東京：岩波書店、2019 年）、48 頁所収）。
171NHK アーカイブス、https://www.nhk.or.jp/archives/nhk-archives/past/2013/131013.html（検
索日：2020 年 9 月 11 日）。
172さて、社会学者の町村敬志によれば、1964 年の東京オリンピックは、ローマ（1960 年）、メキ
シコシティ（1968 年）、ソウル（1988 年）、モスクワ（1980 年）、アテネ（2004 年）、北京オリ
ンピック（2008 年）とともに、1 人当たり GDP が対米国比率で 0.2 前後の段階で開催された
「2 割国型の首都」オリンピックに分類され、経済的「離陸」を達成しつつある新興国の首都を
舞台に展開される国家的祭典である。町村敬志「メガ・イベントと都市空間：第二ラウンドの
東京オリンピック」『スポーツ社会学研究』第 15 号 (2007 年 )、6-8 頁。
173ライシャワー、前掲、『ライシャワー自伝』、415 頁。
─ 87 ─
李　　東　　俊

